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臨時総会、１２月理事会 福岡市で開催 

令和７年１２月４日(木)   
 

 

１２月４日に福岡市（福岡商工会議所会議室）にて臨時総会、理事会を開催しました。 

臨時総会は、工業会監事が不在となり、新たな監事選任のため開催したものです。既に開催日

時・場所が決まっていた１２月理事会当日であれば一定数の会員参加が見込めるため、理事会

直前にリモート参加も可能として開催しました。 

冒頭、田伏会長から、「監事が不在となっており、このままではさまざまは不具合が生じるの

で臨時総会を開催した。会員各位には開催に協力いただき感謝申し上げる」とあいさつがあり

ました。 

臨時総会では、新監事として株式会社 WITH フローリングの小林浩和社長、株式会社平川木材

工業の平川和彦副会長が選任されました。 
 

１２月理事会は、一昨年、昨年と大阪市で開催したこともあり、東京以外での開催として福岡

市での開催が７月理事会で承認されていました。 

議事では、両部会の活動状況報告、合同ＰＲ報告、木質バイオマス認定制度廃止、工業会統計

見直し検討、政府検討中の施策報告、令和７年度決算見込・８年度予算案、来年度総会開催内

容などが審議され了承されました。 
 
 

 

＝臨時総会・理事会の様子（左側列中央が田伏会長）＝ 



NEWS 

 

 

 

 

施工流通部会総会が名古屋市で開催される 
 

令和７年１０月９日（木） 
 

 

 

 
 

 

施工流通部会総会が１０月９日（木）にアイリス愛知（名古屋市中区）にて

３７名が参加し開催されました。 

開催担当支部長である清見中部支部長から開会の辞があり、次いで外

瀬施工流通部会長の呼びかけで、７月にご逝去された㈱WITH フローリン

グ 小林会長のご冥福を祈って黙祷を行ったのちに、「中部支部の皆様

の開催へのご尽力に感謝する。資材高騰、物流問題、人手不足の問題

が続くが、インバウンド需要などのプラス要因もあった。各種課題につい

ては会員どうしで補え合うことも考えられ、年１回の会合ではあるが会員

どうしの交流の場となればと考えている。」とあいさつしました。 

議事では、部会の活動報告と今後の予定、委員会報告、決算報告があ

り、いずれも了承されました。 
 

議事に次いで事務局報告、情報交換（各支部からの報告）を行いまし

た。全事項終了後に田伏会長から「各業界団体の会合は時代の流れ

やコロナ禍でなくなってきているが、本日のような「集う」ことを今後も大

切にしていきたい」のあいさつがあり、最後に中部支部の旭商事㈱ 吉

田社長から閉会の辞があり終了しました。 
 

総会後、ひらきプランニング㈱ 平野喜久社長を講師として「中小企業

のためのＢＣＰ」と題した講演会があり、参加者は真剣に聴き入りまし

た。講演会後の懇親会では外瀬部会長が「私のあだ名はカピパラで

す。ビスムのカピパラ・・ＢＣＰです」とあいさつし、当日一番の盛り上がり

となりました。 
 

 

 

 

 

ライフサイクルアセスメント（LCA）の基本構想決定 

 

「建築物のライフサイクルカーボン削減に関する関係省庁連絡会議」は

１０月に 2028 年度を目途に建築物 LCA の実施を促す制度の開始を

目指すことを盛り込んだ基本構想を決定しました。 

建築物 LCA は、資材製造・建築→保守管理→解体に至る建築物のラ

イフサイクル全体での発生カーボン（二酸化炭素）を建築主が算定・評

価して届け出る仕組みを検討しているとのことです。対象建築物は一

定規模以上のオフィスビル、商業視察を想定しているそうです。 

フローリングに関しては、建材製造・建築施工での扱いとなりますが、

まだ詳細は決まっていないとのことですので今後この動向には注視の

必要があります。 

＝外瀬施工流通部会長＝ 

＝清見中部支部長＝ 
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文部科学省の手引書「体育館の床板の剥離による事故防止について」 

 

文部科学省は、体育館のササクレ事故防止のため、手引書「体育館の床板の剥

離による事故防止について」を５月にとりまとめ都道府県に通知しています。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/maintenance/mext_00003.html 

この手引書には、「傷、割れ等を発見した場合は、できるだけ速やかに床板の専

門業者に相談すること」、「２～３年でポリウレタン樹脂塗料の重ね塗りを行う

ことが重要」、「不具合の発見が難しい場合もあるため、床板の専門業者等によ

る、調査・診断（定期点検）等を踏まえ、詳細に検討することも重要」、「ササ

クレ発生の防止加工がされた床板を使用することも有効」などが記載されてお

り、体育館関係者の木質フローリングメンテナンスへの理解が深まることが期

待されます。 

 

生産部会総会は東京で開催される 
 

令和７年１１月６日（木） 
 

生産部会総会が昨年に引き続き木材会館（東京都江東区新木場）に

て１１月６日（木）に開催されました。参加者は８社１１名でした

（この他事務局２名）。 

市川生産部会長は、「業界は、住宅着工数が減少して厳しく、加え

て資材高騰、エネルギー価格上昇、賃上げを進めざるを得ない環

境、設備投資が巨額であるなど経営は一進一退でないか。工業会に

入会しているメリットとして同業他社との率直な意見交換の場が持

てることでないだろうか。お互いライバルではあるが、そうはいっ

ていられない状況になっており、工業会を通じて皆様を後押しでき

る対策やＰＲにもつなげていきたい。」とあいさつしました。 
 

 

議事では、合同ＰＲ、シートフロアーへの対応、工業会統計の検討、行政施策対応、各社か

らの業況・地域状況報告、今後の活動などについて活発な意見交換がありました。特に、Ｐ

Ｒ活動に関しては、個別各社のＰＲには限界があり業界全体のＰＲは必要、展示会の利用を

検討してはどうか、SNSでの発信を検討すべきなど積極的な意見がありました。 

 

総会終了後の懇親会では、最近の話題、古い話の話題などで、また各社が協力しあったり、

各社の特色を棲み分けしなければならない状況になってきたことなどが話し合われ、生産部

会総会会議以上に話題が飛び交い、交流が深めることができました。 

 

＝あいさつする市川生産部会長＝ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/maintenance/mext_00003.html


支部だより＆ひとこと 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清見 勇人 中部支部（株式会社キヨミフロアギケン） 
  

2024 年度より中部支部長を務めております、 

㈱キヨミフロアギケンの清見です。 

前任の中部フローリング㈱の長谷川氏から引き継い

で、もう丸２年です。若輩者ではございますがフローリ

ング業界発展のため、これからも精一杯尽力させて頂

きたいと思います。 

 

さて 10/9に名古屋で開催された施工流通部会総会にご

参加頂いた皆様、お忙しい中ありがとうございました。

中部支部が幹事支部として準備に不慣れな中、至らぬ

点もあったかと思いますが、無事に終わって一安心で

す。ご協力頂きました皆様に感謝を申し上げます。 

その中の支部報告でも触れましたが、2026 年 9 月に名

古屋で開催されるアジア競技大会に向けて、各競技施

設の改修工事が進められています。 

弊社も日頃、施設の指定管理者や役所の担当者から体

育館床の件で相談を頂く中で、ササクレによる怪我の

事故が取り沙汰されて以降、地域差はありますが体育

館床に関心が向くようになってきたなと感じます。 

各体育館で使用頻度、床の状態、維持管理方法などが

様々異なる中で、弊社としては可能な限り現地調査を

行った上で、日頃の適切な維持管理方法について説明

や提案させて頂き、少しでも永くフローリングを使っ

ていただきたい所です。 

とはいえフローリングの使用率が減ってきている昨

今、フローリングは怪我するから危ない床という認識

から、フローリングは安全で快適な床という認識を改

めて持って頂くように、中部支部としては毎年役所や

施設管理者への PRを続けている次第です。 
 

●広報法務委員   ●告知板 

委員長 
委 員 
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石本 勝範 
佐藤 仁明 
清見 謙造 
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矢野 伸和 
當舎 弘造 

 ３月４日（水） 

 

・・・令和８年度通常総会（東京） 

 

編
集
後
記 

今年の漢字は「熊」でした。高騰した「米」、物価高、初の女性首相の名前か

ら「高」も有力視されたなかでの選定だったと推測されます。当業界の主要

原料を供給する森林に生息する生物が都市部も含めた地域住人の脅威となっ

たことは複雑な思いです。明るい話題としては、科学部門のノーベル賞 

受賞者が２名も選ばれました。その業績も素晴らしく両者とも人類の 

発展に多大な貢献をしていただいたことは間違いありません。 

問題色々あれど知恵により発展する業界であり続けたいと 

切に思った１年でした。 

 

●会員動向 令和 7年１２月 1日時点  

正 会 員  ４６社  

賛助会員  １７社  

合  計  ６３社 

 

2025年 1月より、新たに工業会に入会させていただいたニチカ㈱の袴田です。 
 

無垢フローリングをはじめ、木質の建築資材を取り扱うようになって早 20年、かつては毎月繰り返していた海外出張

も、近年では年間 1-2回程度へ減りましたが、先週久しぶりに中国へ行ってきました。 

LCC 専用？の簡易なターミナル内のお店にもかかわらず、土産物売り場のレジには行列ができており、その多くは

大量のお菓子を買い物かごに入れた女性旅行者たち。皆、嬉々として楽しそうでした。 
 

私のオフィシャル？なお土産は、長年“白い恋人”一択ですが、韓国人スタッフ方から教えてもらってからは、ドラッグ

ストアの大袋入り（個別包装）菓子も大量に持っていくようになりました。チョコレートやクッキー、せんべいやおかき、

グミやハイチューなど多種多様です。食に関して好奇心が旺盛なエストニアでは、こちらでも女性を中心に得体のし

れない日本のお菓子を積極的に手に取り、ニコニコしながらチャレンジし、口々にポジティブな感想を述べてくれ、何

ともほのぼのとした一幕でした。 
 

話は変わりますが、人手不足の昨今、当社では子育て中の女性を積極的に採用しています。地方の中小企業が少

しでも希望に叶う能力と人間性を備えた方を採用したいとなれば当然の帰結ではないでしょうか。今年の 4 月以降、

当社では 3名の子育て中の女性社員を採用しましたが、事務所内がとても明るく楽しい雰囲気になりました。 
 

日本国内に目を向ければ、女性の更なる社会進出は人手不足の解消の重要な要素の 1つですが、世界に目を向け

ると、女性の活躍の場が広がることは世界平和に大いに寄与するものだと確信しております。まだまだ男性優位の

フローリング業界、当社では女性が働きやすい環境を整え女性の積極採用を推進し、世界平和に微力ながらも貢献

したいと考えております！ 

袴田 昌宏 中部支部（ニチカ株式会社） 

中部支部だより 

●ひ●と●こ●と  




